






A Study on the Drawing Activities of Infants





























やリード（Herbert Read）は，なぐりがきの時期をおおむね 2 歳から 4 歳ぐらいまでと示して


















































ローダ・ケロッグ（Rhoda Kellogg）は「児童画の発達過程」（Analizing Children`s Art）の
中で次のように述べている。「長い間，幼児たちがスクリブルすることから得る基本的な喜びは















































1 歳児　男児 2 名　女児 1 名












R 君、S 子、G 君、M 君、A 君、K 君、背景紙に集まり、またがったり、紙を広げようとする。アトリ
エリスタ「一回降りて」と背景紙にまたがっている子どもたちに声をかける。「テープ貼るよ」子ども
たちは、背景紙を離れてテープを持ってきたアトリエリスタの方に行く。そして、紙を貼るのを手伝お
うとする。M 君と S 子は紙の上に座る。R 子が来る。アトリエリスタ紙をテープで貼り始める。
・15時26分…H 君、J 君が来る。A 君はおもちゃの方に行く。紙を貼るのに興味を持っていたのが R 君、
S 子、H 君、J 君、G 君、M 君。J 君テープを貼るのを手伝う。S 子紙の上に座る。R 君、H 君、紙を広
げて行く。G 君おもちゃを持ったまま紙の上を歩きまわる。
・15時27分…アトリエリスタがクレヨンを出す。R 子が一番にやってきてクレヨンを取る。次に S 子もク
レヨンをもらう。2人は何か描き始める。S 子はどんどんスクリブルする。G 君は紙が広げられると喜ん
で大きく足踏みをする。そして、寝ころぶ。A 君が紙の中に入ってくる。R 君、K 君、H 君は紙をどん
どん広げて行く。保育士 B はそれを見て「大きいね～」と声をかける。M 君、「あいあいあー」と言い
ながら紙の上を飛び跳ねる。A 君も飛び跳ねる。R 君も広げた紙のあちらこちらを飛びながら歩く。
・15時28分…H 君、紙の端から力強い丸のスクリブルを描く。H 君のスクリブルの上から M 君がなぞる
ようにスクリブルする。H 君、丸のスクリブルを紙のはじから中央にかけて次々と描いていく。H 君の
描いている所に R 君が丸のスクリブルを描く。M 君は、H 君と R 君の描いたスクリブルの上になぞる
ようにスクリブルしていく。
・15時29分…R 君、H 君の描いた丸の上を踏んで遊び出す。T 君、紙の外でみんなの様子を伺っている。
・15時30分…R 子は紙の上にねころんだり、飛び跳ねたりして遊ぶ。S 子はもくもくとスクリブルし続ける。
G 君はねころんだりハイハイしたりして何か描いてある形を見つけて喜ぶ。M 君、H 君は自分の描いた
丸のスクリブルのまわりを走り回る。アトリエリスタが R 君の足の形をクレパスでなぞる。それを見て
いた H 君が R 君の足をクレパスでかたどる。R 子と S 子も見に来る。R 子、自分にもやってと言う。





・15時32分…R 君は紙から出て車のおもちゃのほうに行く。H 君、自分で足形をとる。G 君、車に乗って





ぞる。H 君「にょろにょろにょろ」と何度も言葉を繰り返す。保育士 A「H 君、にょろにょろ上手でしょ
う！良いね！自由で！」と言う。
・15時34分…アトリエリスタが線路を描き始める。A 君、T 君が興味を示す。T 君、アトリエリスタの描
く線路や汽車をじっくり観察する。S 子、自分で好きな絵を描きながら、時々アトリエリスタの描いて
























































































H 君，今度は自分でにょろにょろの波線を描き始める。M 君，保育士の描く線の上を指でなぞる。H 君
「にょろにょろにょろ」と何度も言葉を繰り返す。
考察 3…言葉と形が結びついた描画活動









写真 3 …保育士 A「丸かいて～」と言いながら丸を描く。R 子（ 2 歳 1 カ月）も一緒に描く
場面 3　コミュニケーションとしての描画行為
・H 君，紙の端から力強い丸のスクリブルを描く。H 君のスクリブルの上から M 君がなぞるようにスク
リブルする。H 君，丸のスクリブルを紙のはじから中央にかけて次々と描いていく。H 君の描いている
所に R 君が丸のスクリブルを描く。M 君は，H 君と R 君の描いたスクリブルの上になぞるようにスク
リブルしていく。
・M 君，T 君の顔を見て「あっ！」と言って笑いながら，線路の上にスクリブルする。T 君，M 君の描
いた上に加筆していく。（クレパスで会話をしているように加筆を繰り返している。）
考察 4…加筆することでのかかわり






M 君が T 君の顔を見て「あっ」と言いながら描画活動をしている場面からは，M 君は T 君と






写真 4 …M 君（ 1 歳 2 カ月）と T 君（ 2 歳 5 カ月）のかかわり
場面 4　保育者・アトリエリスタが関わることで発展していく描画活動
・アトリエリスタが R 君の足の形をクレパスでなぞる。それを見ていた H 君が R 君の足をクレパスでか
たどる。R 子と S 子も見に来る。R 子，自分にもやってと言う。アトリエリスタは J 君，R 子と順番に
クレヨンで足の型を取る。









・アトリエリスタが線路を描き始める。A 君，T 君が興味を示す。T 君，アトリエリスタの描く線路や汽
車をじっくり観察する。S 子，自分で好きな絵を描きながら，時々アトリエリスタの描いているのを見る。




・保育士 A，丸のお花を描いていく。J 君，「ここも」と言って，自分の描いてほしい場所を保育士 A に
伝える。





















写真 5 …保育士 A とこどもたち「にょろにょろにょろ」と言って描いて遊ぶ
写真 6 …T 君（ 2 歳 5 ヶ月）保育士の描いた波線の間に線を引く
― 70 ―
乳幼児の描画活動に関する一考察
写真 7 …アトリエリスタが描く線路と汽車に興味を示す T 君（ 2 歳 5 カ月）
考察 7…肯定的な言葉がけと活動の発展


































写真 9 …R 君（ 2 歳 5 ケ月）の身体の形をクレヨンでかたどるアトリエリスタと H 君（ 2 歳 4 ヶ月）
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乳幼児の描画活動に関する一考察
子どもへのかかわり
今回の活動は，環境設定をした後は，子どものやりたい方向に向かって進めている事が良くわ
かる。この時期の子どもたちは，興味の向く方向が様々であるため一人ひとりの行為に目を向け
て，関わっていく事が重要である。背景紙という共通の描画環境の中で，思いやイメージ，遊び
の中でのおもしろさの部分は様々であったが，その楽しさを一つ一つ拾って保育者も楽しんで関
わっていたことが記録から読み取れる。また，言葉がけに関しては，「良いね」という肯定的な
言葉がけが何回も出てくる。逆に「ダメ」「～してはいけません」といった否定的な言葉がほと
んど出てこないことがわかった。このことから，保育士やアトリエリスタが子どもに対して肯定
的なイメージでこの活動にかかわっていたことがわかる。
5　まとめ
なぐりがきの描画活動について事例を通して考察してきたが，この時期の子どもたちの描画活
動が身体を使って，スクリブルをするという行為そものに意味がのあるということ，そしてその
行為が描画活動の枠を超えて，身体的，言語的，関係性の発達に繋がっていく活動であることも
わかった。発達過程によって，その行為の楽しみ方は少しずつ違いはあるが，その時期のその行
為が発達にとって大切なことであることがわかった。一歳児の子どもたちは，クレヨンをもって
手を動かすと偶然できた痕跡に興味を示し，またスクリブルをして痕跡を重ねて行くことが多い。
今回の活動を見ていてもそのような場面は多くあった。一歳児の子どもにとって，偶然の痕跡は
その回数が多ければ多いほど偶然が必然となって自分の意思でスクリブルを楽しむようになるの
である。また，全身を使ってスクリブルをするということで初期の描画活動が身体的な機能の発
達に繋がることもわかった。二歳児になると，ある程度，自分の意思でスクリブルや形を描くよ
うになるので，空間を見ながら丸を描いたり，意図的に描いてある形に加筆をして楽しんだりし
ていく姿がみられた。友達の描いた形に加筆することも多くあったが，興味を持って加筆してい
たものは大人の描いた丸や線，線路やお花と言った自分たちの知っているものである。加筆や模
倣といった行為を遊びの中で繰り返すことで，より多くの形を獲得していくのであろう。その時
に保育者など周りの大人が例えば，今回の事例のように「丸かいて～」や「にょろにょろの線だ
ね」「線路だよ」などと言葉と共に関わっていくことで，形と言葉が結びつき認知の発達にも繋
がるということが今回の事例の考察からもわかったことである。未満児クラスの場合，描画活動
が特別の活動として設定保育の中でだけ行われていることが多い。描画活動を保育者が「何か描
かせよう」「作らせよう」と考える活動だけになれば，確かに活動はマンネリ化してしまうであ
ろう。これは活動の見通しとしてはマイナスの見通しである。作品の完成にだけ目を向けるので
はなく，描画行為そのものに目を向け，描画活動の中にある子どもの育ちの可能性を知ることが
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手良村昭子
この時期の子どもたちにとって，本当に大切なことなのであると言うことが今回の考察で示され
た。今回は一つの事例で考察を行ったが今後はまた別の環境構成の中での描画活動（なぐりがき）
の事例を考察しこの時期にふさわしい描画活動の内容について研究を続けて行きたいと思う。
最後にこの研究に協力して頂いた家庭的保育事業こどもなーとのアトリエリスタの方，保育士
の方々，子どもたちに深く感謝を申し上げる。
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